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「『管理』ってどういう意味で使って

いるの？」私は入社当初、この質問へ

の答えに詰まりました。確かに一言で

「管理」といっても、具体的に説明す

るのは難しいです。当時の上司からは、

「管理とは PDCA だ」と教わりました。

『管理の本質』（藤本俊 ダイヤモンド

社 1993）では、「Action：何をするか

決める、Plan：計画を立てる、現在の

組織と運営を見直す、Do：指令する、

調整統制する、Check：計画と実績の差

を評価、反省するというサイクルを回

すこと」と記述されており、私は「コ

ストや利益、その基となる行動データを

使ってPDCAサイクルを回していくこと」

と考えています。そして、PDCA サイク

ルを素早く回していくためには、生産

性などの行動データを取って、迅速に

異常や問題点を発見していく必要があ

ります。 

倉庫作業分析ツール「ろじたん」の導

入支援を行っていく中で、この「管理」

になくてはならないデータの重要性に

ついて、身に染みて感じるようになり

ました。たとえば、倉庫内で問題が起

きたとき、解決しようとしても詳細な

作業時間データを把握していないと、

何が原因なのかわからず、対策が現場

の感覚に頼ったものになるかもしれま

せん。しかし、「データがなくてもそん

なのわかるよ」ということもあります

し、データ自体の計測が曖昧で、デー

タの信憑性が低い場合もあります。感

覚的なものが必ずしも間違っていると

いうことはありませんが、データがな

いとわからないことがあるのも事実で

す。詳細なデータを取ることで、何が

原因か細かいレベルで検証でき、日々

の傾向把握や、過去や特異日（イレギ

ュラー対応日など）と比較することも

可能となり、問題の洗い出しに非常に

役に立ちます。 

さらに重要なことは、データは誰が見

ても明らかだということです。「これは

こう思う。」に対して「じゃあその根拠

は何？」を繰り返し聞いていくと、最終

的にはデータによる根拠が、一番説得力

があります。 

たとえば、出荷時刻の遅れが生じた場

合、「ピッキングと梱包で通常より 5 時

間、20%以上時間を要していて、特にイ

レギュラー作業に 2 時間かかってしま

った。」と説明すると、スムーズに伝わ

り説得力も増します。このように、デー

タはコミュニケーションツールとして

も有効です。ただし、データを使用する

際には注意が必要で、その計測条件をき

ちんと確認しなければいけません。サン

プル数や、その対象、期間、計測場所、

その他様々な条件によって、データ自体

が意味する内容が変動するからです。こ

の条件に気をつけてデータを活用すれ

ば、原因が何かを論理的に突き詰めるこ

とができ、さらに「何がわかって、何が

わからないか」を把握することができる

ようになります。 

「ろじたん」を使った分析からわかっ

たことは、ピッキングや加工、梱包とい

った作業をさらに細分化して計測する

と、作業の中で何が作業時間偏重の原因

になっているのかを特定することがで

き、また、作業別生産性から必要予測人

員を算出し実績人員と比較することで、

人の過不足がどのくらいあるのかとい

ったことを明確に示すことができると

いうことです。問題把握のためのツール

として有効であると感じています。 

「ろじたん」は先月、MH 大賞優秀賞

を受賞し、また、その仕組みが特許権を

取得しました。徐々に認知度も上がって

きており、導入拠点数も延べ 50 を超え

るまでになりました。もしデータを取得

して改善に向けた問題把握をしたいと

お考えの方がいらっしゃいましたら、一

度「ろじたん」を使ってみていただけれ

ばと思います。その際には、データ活用

方法や分析について支援させていただ

き、強靭な現場力の構築に繋げていけれ

ばと思っております。 
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企業物流短期動向 

10～12 月見通しの外貿コンテナおよび国際航空の輸出における『荷動き指数』をみると、対アジアではそれぞれ△３、△７と悪いながらも小幅なマ

イナスにとどまっています。一方、対北米では△９、△14、対欧州では△11、△14 とマイナス幅が大きいことから、荷主企業は北米および欧州向けの

輸出の先行きに対して、いくばくかの不安を抱いていることが読み取れます。 

11月に米国の大統領選挙が、また 12月にはイタリアにおいて憲法改正の是非を問う国民投票の実施が予定されています。またドイツ銀行の破綻 
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ｚ

懸念も完全に払しょくされてはいません。これらは米国や欧州の景気先行きにとって大きなリスクであるとともに、結果次第

では為替が大幅な円高に振れる可能性も否定できないことから、これらイベントの行方には目が離せません。 

※９月調査の「企業物流短期動向調査」より、外貿コンテの輸出・輸入および国際航空の輸出・輸入それぞれについ

て、方面別（対アジア、対北米、対欧州）の動向に関する調査結果を追加しましたのでご活用下さい。 【輸出荷動きの見通し】 
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２  日通総研 ニュースレター 

 MHI とは北米最大のマテハン機器、

ロジスティクス、サプライチェーン

の協会で、800 以上のメンバーを抱

えています。以前当ニュースレター

でお伝えしたモデックス（MODEX）な

どのマテハン機器展示会の主催者で

もあります。MHI も BVL も、物流業

界内のネットワーキング、最新技術

を含む事業環境の情報交換・勉強を

目的として毎年 1 回開催されていま

す。有料ですがメンバーでなくても

参加が可能です。 

筆者としてはどちらも参加したか

ったのですが、アリゾナからベルリ

ンへ“はしご”するのは旅程的に無

理でした。しかしよりによって何で

同じ週の開催にしたのか…。 

マテハンやロジスティクス技術の

世界では、アメリカとドイツは強力

なライバル関係にありますから、お

互いに張り合って同じ週に開催した

のではないかと邪推してしまいます。 

 

筆者は今回、ベルリンの BVLカン

ファレンス行きを決断しましたが、

MHIには他のメンバーを派遣しまし

たので、そちらは来月以降に紹介さ

せていただければと思っております。 
 

◆ＢＶＬとは 

まず主催者である BVLについてご

紹介しましょう。BVLは正式名称

「Bundesvereinigung Logistik」と

いう非営利団体です。最近日本人選

手も多くプレーしているドイツ・サ

ッカーリーグの「ブンデス・リーガ」

と同様の「Bundes（ブンデス）」とい

う言葉が付いていますが、これは英語

では「National」もしくは「Federal」、

日本語では「連邦」といった意味で

す。当社に来ているドイツ人インタ

ーン曰く、日本語訳は「ドイツ・ロ

ジスティクス協会」で差支えないと

のこと。アメリカの MHIとほぼ同じ

目的・機能を持った団体だと考えて

いただいて良いでしょう。BVLのメン

バー数は MHI を大幅に上回る 10,861。

ドイツだけでなく欧州各国を含む他

国からも参加しているのが特徴です。 
 

◆カンファレンスの様子 

この催しは 3日間に渡って行われ

ましたが、カンファレンスとブース

での展示に大別されます。カンファ

レンスには合計 65時間が割かれ、展

示よりカンファレンス（プレゼンテ

ーションやディスカッション）がメ

インの会合でした。詳細は後述しま

すが、討議内容・テーマとしては「企

業戦略系」の話が多かったのも特徴

です。毎年 3月にシュトゥットガル

トで開催される欧州最大のマテハン

展示会「ロジマット」や、日本で行

われる「国際物流展」などでは、現

場での改善事例のような「オペレー

ション系」の話が多い印象がありま

すので、そこが両者の大きな違いで

しょう。ちなみに BVLではドイツの

主要ロジスティクス企業の経営幹部

が集まってきています。（なお、ほと

んどのカンファレンスはドイツ語で

行われ、同時通訳を通じて英語で聞

くことができます。英語で質問する

と、英語で回答が返ってきました。）  

 

◆ドイツのロジ業界の 
キーワードは「恐れ」だった 

今回の BVLカンファレンスの主題

は「Driving Change（変革をドライ

ブする）」、副題は「Digitize it（デ

ジタル化せよ）」でした。ドイツでは

官民あげて「インダストリー4.0」を

標榜し、積極的に変革を推進してい

ます。弊社でもたびたびドイツでの

展示会などで得た「インダストリー

4.0」関連の情報をご報告しておりま

すが、それらは主に製造業（メーカ

ー）もしくは IT企業が発信するもの

が中心でした。物流・ロジスティク

スの分野では、一応「ロジスティク

ス 4.0」という同業界向けの標語も

あるものの、業界自体がいまひとつ

10 月 17 日の週に、世界のロジスティクス業界で注目のカンファレンスが 2 つ開催されました。一つ目は「MHI 

2016 アニュアル・カンファレンス」（10/17～19）で、二つ目はドイツの首都ベルリンで開催された「BVL 第

33 回国際サプライチェーン・カンファレンス」（10/19～21）です。今回、BVL カンファレンスの方に参加して

きましたので、そこで得た情報や当地で感じた雰囲気をお届けしたいと思います。 

「インダストリー4.0」を推進する一方で垣間見た「ロジスティクス 4.0」への恐怖 

ドイツの BVL 国際サプライチェーン・カンファレンスに初参加 ｚ 

Business Development Unit 
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写真1：BVLカンファレンス会場外観 

写真2：BVLカンファレンスの入場口 
  RFIDタグで入場者を管理 

写真3：BVLカンファレンス会場内の様子 

写真4：ブースエリアの様子 
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ブームに乗れていない状況でした。

しかし、今回のカンファレンスでは、

業界（＝BVL）の方から「我々ドイツ

のロジスティクス業界は変わらなけ

ればいけない」、「デジタル化せず旧

態依然だと生き残れない」とスロー

ガンを掲げ、さながら“決起集会”

のようでした。筆者は昨年から欧州

取材を続けており、ドイツには大体

2ヶ月に 1回のペースで来ておりま

すが、「論理的」と「理路整然」が代

名詞のようなドイツビジネスで、こ

のような精神的な“決起集会”のよ

うなものに接したのは初めてです。

大変驚き、「あれ、ココは日本か？」

と錯覚したほどです。 

「ロジスティクス 4.0」で言われ

ていることは、物流データのデジタ

ル化、IoT（Internet of Things、モ

ノのインターネット）によるそれら

大量のデジタルデータの取得、人工

知能による大量データの分析、分析

結果によるサプライチェーンの圧倒

的な効率化、新しいロジスティクス

サービスの登場などです。これらが

やって来て「ドイツの物流・ロジス

ティクス業界をガラリと変えてしま

うのは不可避である」と、なので「抵

抗は止めて変わらなければいけない」

と、各々のカンファレンスの議題に

関係なく、そのように語られていま

した。ベルリン開催を受けて「物流・

ロジスティクス業界にある“ベルリ

ンの壁（これまでの慣習の意）”はま

もなく崩れる」と、なかなか上手い

言い回しをする方もいらっしゃいま

した。 

筆者が一番気になったキーワー

ドは、変化することへの「Fear（恐

怖）」でした。「ロジスティクス 4.0

という得体の知れないものがやって

くるのは仕方がない。事業環境がそ

うなら嫌でもその事実を受け入れざ

るを得ないが、だったらどうすれば

いいのか？」という葛藤が強く感じ

られました。これは、筆者がただ感

じたのではなく、実際に複数の登壇

者から「Fear」という言葉が発せら

れたのを聞いています。ドイツは自

信満々に「ロジスティクス 4.0」を

邁進し、日本の数歩先を行っている

と思っていましたが、個々の企業は

「Fear」を抱いているとは、「ここら

辺も日本と同じだな～」と感じ、少

し安心した次第です。（いや、本当は

安心したらダメなのでしょうけど

…。） 

また、ドイツが“自虐的”になっ

たところも初めてみました。「変わら

なければいけない」という点で、比

較の対象となっていたのはアメリカ、

特にシリコンバレーのベンチャーで

す。「ライバルはアメリカ。アメリカ

はドイツと違ってリスクを恐れずト

ライ＆エラーでどんどん前に進む」

「リスクを取らないとイノベーショ

ンは生まれない」「我 （々ドイツ）の

スピードは遅すぎる」などなど。 

以前、「日本ではアップルのような

イノベーティブな商品が生まれない」

「何故ソニーはアップルのようにな

れなかったのか」などの記事を読ん

だ記憶がありますが、まさしく同じ

自虐的な状況でした。ちなみにシリ

コンバレーの IT企業アメリカ人 CTO

が登壇した際： 
 

 ロジスティクス業界は過去を生き  
ている。 
 

 参入障壁が高いので、これまでの  
ところスタートアップ企業の攻撃
をあまり受けていない。 
 

 いくつかのスタートアップ企業が 
足がかりをつかめば、あっという
間に非連続的な変化が起きる可能
性が大きい。 
 

 ロジスティクス業界は“兆”の桁   
の市場。いくら参入障壁が高くて
も、スタートアップ企業の攻撃が
止むことはない。 
 

と述べて、会場が盛り上がりました。

その盛り上がりは「Fear（恐怖）」が

増幅されたからなのか、それとも

“我々もスタートアップ側になって

変わるのだ”という変革への強い意

思表示なのか。筆者には後者のよう

に感じられました。 

 

さて、日本はいったいどうするの

でしょうか？ 
 

＜おまけ＞ 

最後に、本ニュースレターは“お

堅くない”ことも売りにしておりま

すので、ベルリンの名所名物で締め

ておこうと思います。写真 5は名所

中の名所、ブランデンブルグ門です。

撮影したのは早朝ですが、ライトア

ップされた姿が綺麗でした。写真 6

はベルリン名物の料理カルブスレバ

ー（肝臓）です。りんごと玉ねぎの

ソースが濃厚で甘く、レバーの臭み

を消して絶妙な味です。ベルリンを

訪れる際には是非お試しを。  
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（かわもと のぶひで） 

◆出身地：長崎県西海市 ◆血液型：ＡＢ型 ◆趣味：観光、映画、音楽、美術、漫画、読書 など 

2006年 鳥取大学大学院 工学研究科 社会開発システム工学専攻 修了 

【得意分野】・業務分析 ・輸送技術等動向調査 ・SCM システム構想 ・数理モデル等シミュレーション 

 

2014年に当社に入社し、物流コンサルティング業務や「ろじたん」の導入支援などに携わっております。 
 

学生時代を過ごした鳥取には砂丘や大山、ジオパーク（山陰海岸）など観光資源が多いことが影響して
か、その頃から各地の観光を楽しむようになりました。特に歴史名所や景色の良いところなどを好んで回っていま
す。以前は綿密に予定を立てて旅行をしていましたが、昨年、ベトナム研修に行ってからというもの、海外ならで
はのハプニングを楽しむ思考にハマり、最近では行き当たりばったりで旅行をすることに楽しみを見出しています。
今はスマートフォンがあり、旅行をしていてもすぐ検索することができるので、あまりハプニング的なものは起きず、
行った先が閉まっていたくらいで残念に思っているところです。（日本では当たり前ですが・・・） 

写真5：ライトアップされたブランデンブルグ門 

写真6：ベルリンの名物料理、カルブスレバー 
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今年 7 月 26 日、中国が TIR 条約に

批准しました。中国は TIR 条約に加

盟する 70 か国目の国となります。 

TIR 条約とは、道路走行車両による

貨物の国際運送を容易にするため、経

由地の税関における輸入・輸出税の納

付、または税関検査の免除等を定めた

条約です。通常、数か国を経由する国

際輸送の場合、国境を越えるたびに関

税の徴収や税関検査を行うため、仕向

地までの輸送時間のロスが多く発生

しますが、TIR 条約への加盟により、

例えば中国から、ロシア、中東、EU

まで、1 度の税関検査で横断すること

が可能になります。 

中国の加盟は来年1月5日に正式に

承認される予定です。TIR 条約には、

中国に隣接するモンゴルやロシア、な

らびに中央アジアとヨーロッパ全域

諸国がすでに加盟しています。国連委

任の下、国際道路輸送連盟(IRU：

International Road Transport Union)

が、TIR システムという情報システム

で管理しており、各国の税関と情報を

共有しています。同システムには加盟

国の陸路運送会社が登録し、登録会社

数は現在 3 万 3829社となっています

（2016 年 5 月現在）。登録した運送会

社の車両は、“TIR”と表示されたプ

レートを取り付けて走行しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中国政府は、2014 年 

に発表した新シルクロ

ード「一帯一路」戦略を

軸に、アジア新興国との

経済協力を強化してい

ます。「一帯一路」戦略

は、①中国西部と中央ア

ジア・欧州を結ぶ「シル

クロード経済帯」（一帯）

と、②中国沿岸部と東南

アジア・インド・アラビ

ア半島・アフリカ東を結

ぶ「21 世紀海上シルク

ロード」（一路）の 2 つのルート・地

域で、インフラ整備および経済・貿易

関係を促進するというもので、中国を

起点に巨大な経済圏の構築を狙って

います。近年は中国と欧州を結ぶ貨物

鉄道輸送網の拡大も目立ちます。 

この中国の TIR 加盟により、中国~

欧州間を結ぶ船舶、航空、鉄道輸送に

加え、トラック輸送の促進も期待され

ています。ただし、1 度の税関検査で

中国～欧州間の横断が可能になるも

のの、中国から欧州までの輸送距離は、

トラック輸送にとっては果てしなく

長く、現実的には厳しいのではないで

しょうか。輸送時間も海上輸送よりは

短くなると思われますが、長距離を運

転するドライバーにかかる負担も大

きいことから、輸送途中に継走も必要

となり、想定より時間がかかるのでは

ないかと思われます。また、船舶や鉄

道のような大量輸送は、トラックには

望めないでしょう。 

この「一帯一路」の構想の中には経

済回廊の構築も提唱されており、中

国・パキスタン経済回廊、中国・モン

ゴル・ロシア経済回廊、中国・中央ア

ジア・西アジア経済回廊等があげられ 

ます。今年の 6 月には、中国・モンゴ

ル・ロシアの首脳会談で、3 か国間に

おける経済回廊構築に向けた行動計

画案が署名されました。8月中旬には、

中国の 1 月の TIR 加盟承認に向け、

中国、モンゴルとロシアの間で、経済

回廊を想定したトラックの走行テス

トが行われています。テスト走行では、

中国、モンゴルとロシアから各々3 台

のトレーラが中国・天津を出発し、7

日間で約 2,200km を走行、最終目的

地のロシアのウラン・ウデに到着して

います。テストでは、インフラ等の走

行環境、トラック・ドライバーの安全

性、国境施設の通過が評価され、中国、

モンゴル、ロシア間における輸送の連

携強化を目的としています。 

この中国の TIR 条約の加盟は、中

国~欧州間における陸路の関税輸送を

カバーするだけではなく、他の輸送モ

ードと組み合わせた複合一貫輸送を

促進し、ユーラシア大陸における中国

を起点とした巨大な物流網を展開し

ようとする、中国の政策の 1 ステップ

と想像されます。

 

購読のご希望がございましたらご連絡ください。また、ご意見・ご感想・ご要望、お待ちしております。 
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中国が「国際道路運送条約（TIR 条約）」に批准 

図：TIR加盟国 出所：IRUホームページより 

写真：TIRのプレートが付いたトラック 出所：UNECE 

先月、「ＡＩ時代のロジスティクス」をテーマにロジゼミを開催いたしました。ＡＩという今話題のテーマが気になり私も聴
講しましたが、その中で「ＡＩの定義は時代とともに変化している」というお話しがありました。「電卓もＡＩの一つだけれど
も、今やＡＩだと認識されていない」。確かにそう言われると、「ＡＩ」という言葉に気圧されてしまいがちですが、既に身近
に存在していて自分も使いこなしているＡＩがあったなぁという事実に気づかされました。携帯電話の音声認識機能とか・・・。
今後どんな新しいＡＩ機能が登場し、生活がどのように変わっていくのか、これからが楽しみです。     編集長 歓崎 
 

＜次回トピック＞ 12月 19日発行予定  

◆倉庫という建築物について 他                    （次回トピックは変更になることがあります。） 

編集部よりひと言 


